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発明の概要 【課題】   
光伝導膜を有していても放射利得等のアンテナ性能を向上する。 
【解決⼿段】   
⾦属板３３の上に第１基板３１と第２基板３２とが横⽅向に配列されて設けられ
ている。第１基板の表⾯に光伝導層３０が形成されており、第２基板の表⾯に第１
エレメント３４ａ、第２エレメント３４ｂからなるダイポールアンテナ３４が形成
されている。ダイポールアンテナ３４の給電点から引き出された第１ライン３５ａ
および第２ライン３５ｂは、第２基板３２の表⾯から第１基板３１の光伝導層３０
上に形成されており、第１ライン３５ａの中途が切断されてバイアス電源Ｅｃが印
加されている。第１ライン３５ａの端部と第２ライン３５ｂの端部とが対向する対
向部３５ｃにパルス状の光を照射することにより、ダイポールアンテナ３４からテ
ラヘルツ電磁波が放射される。 
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